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昨年度の学校評価アンケート結果

１. 目指す学校･生徒像、教育目標

２. 生徒の主体性育成（学習面・生活面から）

３．職員の働きがい改革

４. 大学附属の強みを活かす

校長説明内容
2



令和6年(2024年)度

学校評価アンケート結果
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【調査項目】

学習・友人関係・生徒理解・問題対応・環境安全

主体性育成・情報発信

【成果】

全体的に高い評価

【課題】

肯定的評価１００％を目指し、

一人一人を大切にした指導や支援、対応、取組

アンケート結果の成果と課題
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１．あいさつ

・習慣化するまで日常指導
・生徒会や各部活動、有志で「あいさつ運動」

とても思う

思う
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２．生活リズム・健康

・学習塾・習い事が多数
・通信や保健だよりで啓発

とても思う

思う
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６．生徒理解

・教職員100%だが、生徒88%
・積極的な生徒理解・関わりが必要

100％

96％

88％

とても思う

思う
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８．規範意識

・遅刻、身なり、不要物持込
・日常指導、共通実践

とても思う

思う
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１８．家庭の管理（スマホ等）

・通信や学級懇談等で啓発

とても思う

思う
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・あいさつ、規範意識の徹底

・生徒一人一人への理解

・職員の共通理解と共通実践、協働実践

・家庭との連携、情報発信
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課題解決に向けたポイント



響きあいの精神のもと

生徒･教職員･保護者が誇りを持てる、これからの時代を担う学校

学校教育目標

豊かな人生と社会をつくるために、

自ら考え主体的に行動する生徒の育成

目指す学校像

真実を求めて 響きあえ たくましいからだで
響きあえ 厳しい知性で
響きあえ 豊かな心で

綱

領

１. 目指す学校像･生徒像、教育目標
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固定観念にとらわれずに

「生徒の自治的活動の充実、学校経営への参画」等の学校運営のしくみ

も含めて、これからの時代を担う学校教育のかたちを職員自ら提案し、

情報共有しながら実践･検証していく。

① 生徒の主体性を

育成できる学びや仕

組み

② 働きがい改革

（ライフワークバラ

ンス）モデル

③ 大学附属の強み

を活かすことができ

る仕組み

１. 目指す学校像･生徒像、教育目標
12３つの重点項目

職員が主体的でないと、主体性は育たない
→各自が提案しやすい相談体制

「個人のやりたい」を
「学校のやりたい」に



生徒の主体性を育成できる

「学び」や「仕組み」を構築する

生徒の主体性育成の視点から、

あらゆる場面で、計画段階から

生徒の出番をつくり、適切な支

援を行う

授業、特別活動や部活動等、す

べての学校教育活動で、生徒自

身が課題意識を持った探究的活

動を充実させる

２．生徒の主体性育成
13重点項目①



職員、生徒、保護者

全員で目指す学校像を共有

２．生徒の主体性育成
14目指す方向性の共有

年度当初に生徒に説明

学校だよりで保護者にも



２．生徒の主体性育成
主体性育成に向けた具体的取り組み

実践 → しっかりと振り返る（対話）→ 次のよりよい実践
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①研究としての取り組み＝自己調整力の育成、対話活動の充実

②探究的な学びの充実

③学校行事、生徒会活動における生徒企画・運営の充実

④生徒も参加する授業研究会「響きあい学習会」

⑤生徒と共に行う職員研修

①ルールメイクへの積極的取り組み

②「制服の在り方」「学校のきまり」を生徒と共に検討

③特別活動に重点をおいた校務分掌

学
習
面

生
活
面

「やってみる、やらせてみる」ことを大切に



①研究としての取り組み 「自己調整」「対話」



①研究としての取り組み 「対話の充実」



②探究的な学びの充実

2年生探究

3年生探究

https://www.instagram.com/p/DHDFjNMhGbi/?img_index=1
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③学校行事･生徒会活動における生徒企画運営の充実

実行委員会から職員会議へ提案



④生徒も参加する授業研究会「響きあい学習会」



⑤生徒と共に行う校内研修

コンピューターのスクリーンショットAI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

https://www.instagram.com/p/DFXaXFlJLEk/
https://www.instagram.com/p/DFXaNRopKgy/


２．生徒の主体性育成
主体性育成に向けた具体的取り組み

実践 → しっかりと振り返る（対話）→ 次のよりよい実践

22

①研究としての取り組み＝自己調整力の育成、対話活動の充実

②探究的な学びの充実

③学校行事、生徒会活動における生徒企画・運営の充実

④生徒も参加する授業研究会「響きあい学習会」

⑤生徒と共に行う職員研修

①ルールメイクへの積極的取り組み

②「制服の在り方」「学校のきまり」を生徒と共に検討

③特別活動に重点をおいた校務分掌

学
習
面

生
活
面

「やってみる、やらせてみる」ことを大切に



①ルールメイクへの積極的取り組み



② ｢制服の在り方｣を生徒と共に検討

全校道徳での制服についての対話活動



② ｢制服の在り方｣を生徒と共に検討

何度も対話し、実際に
やってみることで、他人
事から自分事になる



② ｢学校のきまり｣を生徒と共に検討

ずらし下校の見直し



③特別活動に重点をおいた校務分掌

特別活動部人員増。特活部長は他部との調整役。 特活部から職員へのTeams連絡（R7.4.22）



教職員のやる気とやりがいを高める

働きがい改革(ライフワークバランス)モデルを構築する

校務のＤＸ化、及

び勤務時間の適正

化をさらに推進す

る

不要な業務の見直

しを行い、業務内

容削減を推進する

部活動地域移行に

向けたモデル実施

や活動時間縮小を

推進する
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３．職員の働きがい改革
重点項目②



３．職員の働きがい改革
①勤務時間の適正管理 29職員説明用「勤務時間の適正管理について」（一部抜粋)

○時間外勤務増を助長する申請は認め

ない。

○右【表１】における本務の優先順位に

則って時間外勤務を認める。

○優先順位に沿わない時間外勤務申請

は認めない。（例：部活動指導の時間

外申請の後で、教科会を実施×）

○居残り勤務だけでなく、早出勤務によ

る時間外勤務申請も認める。 その場

合は、表1中「優先順位３※」の業務に

よる居残り勤務申請を認めない。

行政の勤務時間管理法を導入



1 業務内容を「本務である」「本務でない」と区分し
て、時間外勤務申請に反映させていますが、このやり
方や区分は妥当だと思いますか。

2 勤務時間管理のやり方を変えたことで、あなた自身
の「勤務時間管理に関する意識」の変化として、最も
近いのはどれですか。

4 勤務時間管理のやり方を変えたことで、あなた自身
の「時間的ゆとり」「精神的ゆとり」の変化として、
最も近いのはどれですか。

時間的ゆとり 精神的ゆとり

生まれた

やや
なくなった

生まれた

やや
生まれた

高くなった

やや高くなった

高くなった

やや高くなった

やや
生まれた

やや
なくなった

妥当である

勤務時間の適正管理に関する調査結果 （n=19）

3 勤務時間管理のやり方を変えたことで、あなた自身
の「業務へのやる気」の変化として、最も近いのはど
れですか。



「勤務時間管理に関する意識」 ・勤務終了時間をより意識するようになった。

・勤務中はできるだけ、無駄な時間を作らないように意識した。

・優先順位をつけ、やるべき仕事の時間を考えて計画的に仕事をするようになった。

・時間外でお金が発生するので、説明責任が果たせるように留意して働くようになった。

勤務時間の適正管理に関する調査結果 （n=19）
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「業務へのやる気」 ・給与が発生しているので頑張ろうと思うようになった。

・やりがいと報酬。もっともっと生徒のために学校のために、頑張れるようになった。

・手当が付くことでモチベーションが上がった。がんばっていることを認められていると感じる。

・時間外手当が出る分、より責任をもってやらねばという意識が芽生える

「時間的・精神的ゆとり」 ・家庭と仕事を両立させていくために考えるようになった。

･間内に終わらせなければという思いもあるが、どっちにしろ終わらないという諦めもある。

・仕事量は変わっていないため、ゆとりは変わっていない

「勤務時間管理に関する意識」

「業務へのやる気」

「時間的･精神的ゆとり」



R5、R6 月別の勤務時間外在校平均時間の比較

32「時間的・精神

・私たちの仕事を、価値のある
ものとして評価してもらったと
思いありがたい。

・めちゃくちゃ働きやすくなって、
とてもありがたい。

・子育て世代からすると、朝から
の時間外を認められたことが
ありがたい。

・一度染み付いてしまった習慣
や意識を変えることは大変だと
思っていたが、その気になれ
ば、すんなり変えられるものだ
とわかった。この年齢でも変化
できることが嬉しくもある。

職員の意見・感想



３．職員の働きがい改革
②部活動の地域移行に向けて 33

同窓会への部活動見直し説明資料（一部抜粋)

部活動検討委員会で

方向性を検討

令和９年度までに地域移行

○令和７年度から、縮小に向
けた取組（練習日週4日へ）

○今後、部活動から、外部指
導者を核とした「熊大附属中
クラブ（仮称）」に移行。

○指導者への報酬は、協賛企
業からの協賛金も検討

○可能な限り、生徒が主体的
に活動できる仕組みも合わ
せて検討。

○モデルケースとして、令和７年度中にラグビー部でNPO法
人を立ち上げ、地域移行へ。

○外部指導者を見つけた部活動もNPO法人に加入していく。

○同窓会にも、協賛企業開拓等への協力を依頼。



熊本大学職員の本校

教育への参画を推進

すると共に、生徒が

大学で学ぶ機会を増

やす

同窓会の人材による

本校教育への支援を

推進し、生徒が社会

から学ぶことができ

る支援体制を構築す

る

国際クラス設置に向

けて、一般クラスと

の相乗・協働効果を

高める、カリキュラ

ムの在り方を検討す

る

「熊本大学附属」の強みを

フルに活かすことができる仕組みを構築する
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４．大学附属の強みを活かす
重点項目③



４．大学附属の強みを活かす
①大学や企業との連携 35

生徒･保護者への指導
・同窓会の方々
・チャリチャリ
・ベネッセ
・monopo
・モチベーションアカデミア

職員研修への協力
・リンク＆モチベーション
・ベネッセ
・熊本大学教授、職員
・他大学教授
・私立高校教諭

より多くの外部人材に関わってもらう

特
に
企
業
と
の
連
携
に
重
点



４．大学附属の強みを活かす
36

他校や企業の講師等
外部の方を活用

校内研修の講師①大学や企業との連携



４．大学附属の強みを活かす
②同窓会による支援体制

37
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